
 

対象となる方々 

・幼児～小学生のお子さんのいらっしゃる保護者 

(中学生のお子さんのおられる保護者の方へのご案内は次のページ) 

・幼稚園や保育園あるいは小学校で指導されている先生方 

・将来、幼稚園教諭や保育士あるいは先生を目指している大学生 

 

主な講演内容 

一つのテーマを 15～20分でお話しています。 

 

 

1 なぜ子どもたちはじっと待つ事が苦手なの。ニュートン時間とベルグソン時間 

これから出かけます。バスの発車時刻まであと５分しかありません。 急がなくては。「早く靴

をはきなさい」ようやく靴をはき終えたと思ったら、今度は庭にあるボ ールで遊び始めま

す。子どもの頭の中には「急ぐ」という言葉はないのでしょうか。いえ、 あります。 ただ目

盛りが違うのです。ニュートン時間では誰が計っても１分は 60秒ですが…… 

2 作文の原点はままごと遊び 

ままごと遊びは親が普段していることを思い出してそれを真似ています。お母さんがお米を研いでいます。

お子さんも同じようにお米を研ぎ、水を流す真似をしています。ご飯を炊く時の状況を思い出しています。ま

まごとは状況を思い出す練習をするのに最適な遊びです。この思い出すという練習を普段からしている子

は、例えば遠足に行った時の状況を上手に思い出すことが出来ます。 

この頭の中に浮かんでいる状況を文字に変えるのが作文です。 

3 作文や小論文の書ける子に育てるベビーカーの押し方 

4 多角形の理解はロープとやかんで 

5 ぬりえは小論文の第一歩 

6 折り紙は要約筆記の第一歩 

7 型はめ遊びをすると文字が早く読める 

8 字を書く力はブランコ遊びで 

9 豊かな作品作りは砂場遊びから 

10 文章要約力を育てるなら紙芝居 

11 かげふみ遊びが相似図形を得意にする 

12 だんごとケーキで意見を育てる 

13 上手に読むには読む練習、では上手に聴くにはどうすればいい 

14 マイナスの（悲しい、怖いなど）感情体験が豊かな表現力を育てる 

15 旅人算に流水算は昨日・今日・明日の理解から 

16 数のセンスを磨くならどんぐり拾い 

17 分数理解はポテトやおからの盛り付けから 

ブランコ遊びは

将来の筆記力 



 

18 聞く力と記憶力を伸ばすならカルタ遊び 

19 聞く力と考える力を伸ばすならなぞなぞ遊び 

20 過保護に育った子は小論文が書けない 

21 身辺自立が小論文の質を高める 

22 交渉技術は将棋とトランプ遊びから 

23 プレゼンテーション力を育てるなら折り紙遊び 

24 計画力と行動力は買い物の後始末で身につける 

25 雨の日の公園遊びが算数・理科・小論文を得意にする 

 

対象となる方々 

・中学生以上のお子さんのいらっしゃる保護者の方 

 

26 「みんなそう言ってる」「みんな持ってる」ほんとかな 

⇒鵜呑みにする子は小論文が書けない 

27 「先生消しゴム」「先生忘れた」だからどうなの、どうしたいの 

⇒希望や意見が出ないと小論文が書けない 

28 小論文が書けるには、問いと答えの一致から ⇒「この料理は甘いですか」 

⇒「ハイ、美味しくて人気があります」？？？甘いの、それともからいの 

29 良い質問が良い答えと分かり易い説明を引き出す。⇒「遠足どうだった」 

⇒「うん、楽しかった」？？？乗り物の 1時間待ちが楽しかったのかな 

30 先生どうするの、何すればいい 

⇒指示待ち族では小論文が書けない 

31 塾に通う中学生の会話 「先生、今度のテスト範囲の練習問題何か下さい」 

⇒７年後は 「先生、卒業論文に何を書けばいいですか」 自発的行動に問題が… 

32 相手の意見をなぜ、本当？と捉えることが出来れば小論文の質は上がる。 

⇒ギフトショップで 「皆さんオークランドに来られた記念に１つはお買い求めになられますよ」    

「じゃ、こっちの方を１つ下さい」？？？あなたは必要なの 

33 門限を設けると提出期限を守る子に育つ。 

⇒「先生、クラブで忙しかったのでレポートまだ出来ていません」 

⇒「課長、ちょっとバタバタしていたので、報告書来週まで待って下さい」 

34 フランス、ドイツの大学生は要約筆記が当たり前のように出来る 

⇒なぜなら中学高校で要約筆記の練習をしてきたから 

 

おりがみ遊びは将来の

プレゼンテーション力 


